
 

  

       

令和 3 年度生活体制整備事業 担当者紹介 

第 9号 
令和 3年 6月発行 

高崎市生活支援 
コーディネーター 

通信 

～生活支援コーディネーター通信～ 

みんなでつなごう！支えあいの輪！ 

  
走り梅雨のぐずついた天候が続いていますがみなさんいかがお過ごしでしょうか。 

新型コロナウイルスが猛威を振るい、群馬県の警戒度が「４」になってしまい、群馬県にも蔓延防止等重

点措置が発令されてしまいました。新年度が始まり２か月が経ちましたが、協議体会議も休止が続き、思う

ように協議体活動ができない状況です。 

その一方では、地域の助け合いや見守り活動の必要性が高まっております。コロナ禍でも地域の情報交換

ができる方法を模索しています。5月には、第 1層協議体住民メンバーでオンライン（TV電話）を活用した

情報交換を行いました。コロナ禍が終息するまで少し時間がかかりそうですが、地域での困り事や地域資源

の情報をあんしんセンターや SCにつないでください。よろしくお願いいたします。 

みなさまへ 

 

第１層生活支援コーディネーターよりお願い 

生活支援コーディネーター通信は、市内外の協議体の取り組みや様々な助け合い

活動を紹介したいと思っております。市内の活動で掲載して欲しい活動があればコ

ーディネーターまでご連絡ください。その他、ご意見、ご感想もお寄せください。

お待ちしております。また、「新しく支え合い活動を立ち上げたい」、「既存の活

動を今後どうしていけばよいのか困っている」そうしたみなさんからの相談も第１

層生活支援コーディネーターまでお気軽にお声がけください。 

今年度は行政の事業担当者が変わりました。皆さまから一言ずつメッセージをいただいておりますので、

ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

今年度より市役所

に入庁し、協議体の

皆様の精力的な活動

内容に早くも圧倒さ

れています。活動を

ご一緒できることを

とても楽しみにして

います。 

（城田（しろた）） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

今年度、行政 SCと

して、庁内連携等を担

います。コロナ禍が落

ち着き、協議体会議が

再開できる日を心待ち

にしています。よろし

くお願いいたします。

（武井（たけい）） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福祉部へ 10年振りに

戻って参りました。生活

体制整備事業は、総括担

当となります。まだ勉強

中ですが、どうぞよろし

くお願いいたします。 

（小崎（こざき）） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早くコロナが収束して、

皆さんの笑顔に会いたいで

す。今年度で担当３年目に

なりました。引き続きよろ

しくお願いします。 

（金田（かねた）） 

 

 

（金田（かねた）） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.irasutoya.com/2012/03/blog-post_5920.html
https://www.irasutoya.com/2012/03/blog-post_14.html
https://www.irasutoya.com/2013/02/blog-post_9316.html
https://www.irasutoya.com/2016/10/blog-post_977.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 協議体が開催できない中で情報共有の検討 

sigenn 

haxtukenn !! 

 

コロナ禍でなかなか集まって打合せや会

議をすることが難しい昨今ですが、今だか

らこそ楽しくできる情報交換の方法を考

え、第 1層協議体住民メンバーと SCで

「LINE」を使ったオンラインミーティング

を開催してみました。 

途中で音声が切れてしまったり、画面が

消えてしまったりもしましたが、密になら

ず、顔を見ながらみんなで情報交換ができ

ました。今後は、1層協議体の住民メンバ

ーと SCとの情報交換会もみんなで集まる

ことができるようになるまで、当面の間は

この方式にて行うことになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜LINE を用いた情報交換をしてみた感想＞ 

・まずはやってみることが大切。 

・顔が見えると、音声のみよりも親近感がわく。 

・各２層協議体のメンバー同士でグループラインを作るのもいいかもしれない。 

・冊子等で LINE会議のやり方をまとめるとよい。 

・通信環境についての確認も必要。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １層協議体住民メンバーと 2 層協議体有志メンバーとの情報交換会 

sigenn  

haxtukenn !! 

 

 

   LINE ミーティングのやり方  
 
❶ LINEでお友達になる。 

❷ 1人の方が皆さんを招待する。 

➌ 招待 URL（連絡）が来たら、そこを 

タップするとミーティングが始まります。 
 
※ 詳しいやり方については、コーディネーターの小川・目﨑に 

お気軽にお問合せ下さい。ご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コロナ禍において、協議体の

活動ができない状況が続いてい

る中、今できることとして、第

１層協議体住民メンバーが第 2

層協議体の現状を把握し、今後

の協議体活動の進め方を検討す

ることを目的に第 2層協議体有

志メンバーと情報交換を始める

ことになりました。 

第 1回目は、5月 12日（水）に中居・矢中協議体の中居地区の

住民有志メンバー4名と第１層協議体住民メンバー5名、SC2名で

感染対策をしっかり行い、情報交換会を実施しました。 
 
内容は、①協議体について 

    ②コロナ禍における地域活動の状況 

    ③居場所の活動状況     等 

 

 

中居地区 

2層協議体有志 

メンバー 

 

 

1層協議体 

メンバーの皆さん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

くらしくらぶでは、コロナ禍で高齢者の困り事も 

多くなり、担い手が必要になりました。 

そこで、5月 13日（木）に川浦公民館にて、 

「くらしくらぶ担い手養成研修」を開催しました。 

<研修内容> 

①運転時や乗降時の留意点。 

②車いすの押し方や杖を利用 

している方の介助方法等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 今回の研修は住民主体 

のオリジナル研修です。 

参加者：４名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～利用者の声～ 

くらしくらぶの方が自宅 

まで来てくれて本当に 

助かっています。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八幡地区協議体では、協議体たよりを発行。協議体メンバーの顔写真やメンバーから協議体の周

知や助け合い活動の必要性についてメッセージを掲載。地域支え合いサポーターに「コロナ禍にお

ける支え合い活動についてのアンケート」を実施し、集計しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 住民メンバー新年度顔合わせ 

sigenn  

haxtukenn !! 

 

感染対策をしっかり行い、六郷北部協議体住民メンバー同士

が声を掛け合い、新年度の顔合わせを行いました。コロナ禍に

おける、地域の見守りやサロンの開催状況について情報共有を

行いました。地域の会合が開催されない中で、久しぶりにお会

いする方も多かったようで「会えてよかった」という声がたく

さんありました。見守りや声掛けをしている方や、三密を避

け、屋外でラジオ体操を始めた、サロンについても感染対策を

しっかり行い、開催しているという声もありました。 

 

 

 

 

地域支え合いサポーター 

へのアンケート 

コロナ禍でも皆さん 

少しずつできる活動 

を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

くらしくらぶ担い手養成研修を開催 

sigenn  

haxtukenn !! 

 

たよりの発行、アンケートの実施 

 

 
文字が細かいため、実物を 

ご覧になりたい方は、SCまで 

お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

発行元：高崎市第 1層生活支援コーディネーター 
連絡先：☎：027-321-1319 （高崎市長寿社会課） 
 
 
 
 

 まずは皆さんが元気でいましょう！ 

“新型コロナウィルス感染症“元気に乗り切ろう！ 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心身が弱る状態を、近年では      と言われ、新聞やテレビ等で見かけることが 

増えました。コロナ対策の生活が 1年以上続き、生活習慣が変わったことが原因と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元気は続くよ、「お・か・し」から！ フレイル予防のキーワードは「お・か・し」です。 

これらを意識した生活から元気な生活が続きます。 

 

 

 
 

「だれかとおしゃべりする機会、減っていませんか？」 

感染症を考慮しながらサロンや〇〇教室等の集まりは再開しつつあります。以前に 

参加していた場所、少し興味があるところに健康のためと思って顔を出してみましょう。 

 

 

 

 

「家にとじこもりすぎていませんか？」 

手軽なのはウォーキングです。目安は 1日の合計で 4000歩以上（約 40分） 

（膝・腰の痛みや息切れ等が無い場合）足りないと思う方は５～10分から 

増やしましょう！ラジオ体操やテレビ体操もよいです。 

 

 

 

 

「食欲が落ちていませんか？」 

噛む・飲み込む＝口の役割が重要視されています。口からフレイルが進むことがあり、 

1日 3食の規則正しい食生活は昔ながらの体と生活の基本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

フレイル    

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 つ以上で要注意 
 

※ 2つ以上に当てはまる場合、半年後 

にフレイルになる可能性が高いこと 

が、高崎健康福祉大学の昨年の調査 

で分かりました。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ フレイル予防 川柳３選 ～ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お しゃべり おっくうだ しゃべらぬ人ほど おとろえる 

か つどう かんたんだ 散歩をすれば 健康に  

し ょくじ 知ってたよ 食事はやっぱり 基本だね 

まずは自分で健康管理！ 

簡単なフレイルチェックをやってみよう！ 
 

□ この 1 年間に転がったことがある 

□ 物忘れがあると言われる 

□ ここ 1 か月で足腰が弱った気がする 

 

“新型コロナウィルス感染症“元気に乗り切ろう！ 高崎健康福祉大学 篠原研究室 2021年 4月作成 より引用し一部改変  

 

 

 

 

 

 
 
 

高崎市 HP「お互い様で支え合う地域づくり（生活支援体制整備事業）」 
https://www.city.takasaki.gunma.jp/docs/2019011800019/ 
 


